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(57)【要約】
【課題】近点画像と遠点画像に対して信号処理を行う内
視鏡画像処理装置において近点画像の配光ムラを低減す
ることができる内視鏡画像処理装置を提供する。
【解決手段】本体装置３は、被検体に対して近点で撮像
された近点画像及び被検体に対して遠点で撮像された遠
点画像に対して信号処理を施す内視鏡画像処理装置であ
って、　入力された近点画像内において暗部と判断する
ための閾値ＴＨｎを記憶するメモリ２１ｂと、近点画像
の取得タイミングに応じて、閾値ＴＨｎに基づいて近点
画像に対して明るさ補正を行い、かつ、遠点画像に対し
て閾値ＴＨｆに基づいて遠点画像に対して第２の明るさ
補正を行う明るさ補正部２９と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対して近点で撮像された近点画像及び前記被検体に対して遠点で撮像された遠
点画像に対して信号処理を施す内視鏡画像処理装置であって、
　入力された前記近点画像内における第１の暗部を判断するための第１の閾値を記憶する
記憶部と、
　前記近点画像の取得タイミングに応じて、前記第１の閾値に基づいて前記近点画像に対
して第１の明るさ補正を行い、かつ、前記遠点画像の取得タイミングに応じて、第２の閾
値に基づいて前記遠点画像に対して第２の明るさ補正を行うかもしくは前記遠点画像に対
して前記第２の明るさ補正を行わない明るさ補正部と、
を備えたことを特徴とする内視鏡画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２の閾値は、前記遠点画像内における第２の暗部を判断するための閾値であり、
前記第１の閾値よりも小さい、ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項３】
　前記近点画像の取得タイミングは、前記近点画像及び前記遠点画像を取得する内視鏡か
らの第１の信号に基づいて判定される、ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡画像処
理装置。
【請求項４】
　前記遠点画像の取得タイミングは、前記近点画像及び前記遠点画像を取得する内視鏡か
らの第２の信号に基づいて判定される、ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡画像処
理装置。
【請求項５】
　前記近点画像及び前記遠点画像は、記憶装置に記録され、
　前記近点画像の取得タイミングは、前記記憶装置に前記近点画像に紐付けられた記憶さ
れた第３の信号に基づいて判定される、ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡画像処
理装置。
【請求項６】
　前記遠点画像の取得タイミングは、前記記憶装置に前記遠点画像に紐付けられて記憶さ
れた第４の信号に基づいて判定される、ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡画像処
理装置。
【請求項７】
　前記第１の明るさ補正は、第１のゲインを用いて前記近点画像の前記第１の暗部が明る
くなるように補正し、
　前記第２の明るさ補正は、第２のゲインを用いて前記遠点画像の前記第２の暗部が明る
くなるように補正する、ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項８】
　前記内視鏡画像処理装置に接続される内視鏡から取得した配光情報に基づいて、前記明
るさ補正部に入力される前記内視鏡からのライブ画像の配光状態が前記近接画像の配光状
態であるかを判定する配光状態判定部を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡画像処理装置。
【請求項９】
　前記明るさ補正部は、前記配光状態判定部が前記ライブ画像の配光状態が前記近接画像
の配光状態であると判定したとき、前記第１の明るさ補正を行い、前記配光状態判定部が
前記ライブ画像の配光状態が前記近接画像の配光状態でないと判定したとき、前記第１の
明るさ補正を行わないか前記第２の閾値に基づいて前記第２の明るさ補正を行う、ことを
特徴とする請求項８に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項１０】
　前記近点画像の取得タイミングに応じて、前記第１の閾値を所定のレジスタに設定する
閾値設定部を有し、
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　前記明るさ補正部は、前記閾値設定部により前記レジスタに設定された前記第１の閾値
に基づいて、前記近点画像に対して前記第１の明るさ補正を行う、ことを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡画像処理装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の内視鏡画像処理装置と、
　前記近点画像及び前記遠点画像を取得する内視鏡と、
を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記近点画像の取得タイミングは、前記内視鏡からの信号に基づいて判定される、こと
を特徴とする請求項１１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡画像処理装置及び内視鏡システムに関し、特に、近点画像及び遠点画
像の信号処理機能を有する内視鏡画像処理装置及び内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、細長の挿入部を有する内視鏡が医療分野等で広く利用されている。術者など
は、挿入部を被検体内に挿入し、被検体内の内視鏡画像を表示装置に表示させるなどして
、被検体内を観察することができる。表示装置に表示される内視鏡画像は、取得された内
視鏡画像の明るさに基づき、照明光量あるいは絞りを制御することにより、適切な明るさ
に調整される。
【０００３】
　さらに、近年は、通常観察に加えて、近点観察が可能な内視鏡も提案されている。近点
観察は、被検体を近点で撮像して、被検体の部位を拡大した観察を可能にする。近点画像
の調光制御に関しては、例えば、国際公開２０１３／１８０１４７号に、被検体との距離
が近く十分な明るさが得られる場合には、絞りの開口の大きさを可能な限り大きくするよ
うに絞りを制御する内視鏡装置が提案されている。
【０００４】
　一般に、近点画像は、挿入部の先端部が被検体に近づいて得られた画像であるため、内
視鏡画像に照明光の配光ムラが生じるという問題がある。例えば、２つの照明窓から照射
される照明光の照明範囲は、被検体が挿入部の先端部から離れていれば重なるが、被検体
が先端部に近接しているときは照明光が直接当たらない領域が生じるため、内視鏡画像に
配光ムラが生じる場合がある。
【０００５】
　また、近点観察モードでない通常観察モードのときに、内視鏡画像において、例えば管
腔のような奥の部位の領域が真っ暗になってしまう場合がある。このような場合に、内視
鏡画像中で所定の閾値以下の画素値を有する暗部の画素を検出し、暗部の画素の画素値だ
けを所定のゲインだけ増加することにより、暗部の領域の明るさを高める方法がある。
【０００６】
　よって、このような内視鏡画像における暗部の画像の明るさを高める方法を用いて、上
述した近点画像における照明光が直接当たらない暗部の画素の画素値を上げることも考え
られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２０１３／１８０１４７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　しかし、被検体の先端部に近点画像の暗部の明るさと、通常観察モード時の管腔の奥の
部位のような暗部の明るさの差は大きい。そのため、近点画像と遠点画像に対して信号処
理を行う内視鏡画像処理装置において、通常観察モード時の暗部を判定するための閾値を
用いても、近点画像の暗部の検出できず、結果として、近点画像の配光ムラを低減するこ
とはできない。
【０００９】
　そこで、本発明は、近点画像と遠点画像に対して信号処理を行う内視鏡画像処理装置に
おいて近点画像の配光ムラを低減することができる内視鏡画像処理装置及び内視鏡システ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡画像処理装置は、被検体に対して近点で撮像された近点画像及
び前記被検体に対して遠点で撮像された遠点画像に対して信号処理を施す内視鏡画像処理
装置であって、入力された前記近点画像内における第１の暗部を判断するための第１の閾
値を記憶する記憶部と、前記近点画像の取得タイミングに応じて、前記第１の閾値に基づ
いて前記近点画像に対して第１の明るさ補正を行い、かつ、前記遠点画像の取得タイミン
グに応じて、第２の閾値に基づいて前記遠点画像に対して第２の明るさ補正を行うかもし
くは前記遠点画像に対して前記第２の明るさ補正を行わない明るさ補正部と、を備える。
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、一態様の内視鏡画像処理装置と、前記近点画像及
び前記遠点画像を取得する内視鏡と、を有する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、近点画像と遠点画像に対して信号処理を行う内視鏡画像処理装置にお
いて近点画像の配光ムラを低減することができる内視鏡画像処理装置及び内視鏡システム
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係わる内視鏡装置の模式的構成を示す構成図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係わる、近点観察モードと遠点観察モードにおける
２つの照明光の照明範囲を説明するための図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係わる、近点観察モード用の閾値と遠点観察モード
用の閾値の大小関係を説明するための図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係わる、明るさ補正回路による明るさ補正がされな
い場合における、遠点画像の例を示す模式的な図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係わる、明るさ補正回路による明るさ補正がされた
場合における、遠点画像の例を示す模式的な図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係わる、明るさ補正回路による明るさ補正がされな
い場合における、近点画像の例を示す模式的な図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係わる、明るさ補正回路による明るさ補正がされた
場合における、近点画像の例を示す模式的な図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係わる、内視鏡装置の模式的構成を示す構成図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、本実施の形態に係わる内視鏡装置の模式的構成を示す構成図である。
【００１５】
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　内視鏡装置１は、内視鏡２と、本体装置３と、表示装置４とを含む内視鏡システムであ
る。　
　内視鏡２は、細長の挿入部５と、挿入部５の基端が接続された操作部６と、操作部６か
ら延出したケーブル７とを有する。内視鏡２は、ケーブル７の基端部に設けられたコネク
タにより本体装置３と接続される。
【００１６】
　挿入部５は、先端から順に、先端部１１、湾曲部１２、可撓管部１３を有する。　
　先端部１１は、観察窓１４と、２つの照明窓１５とを有している。観察窓１４の後ろ側
には、対物光学系と、撮像素子１６が配設されている。撮像素子１６に接続された複数の
信号線が、湾曲部１２と可撓管部１３内に挿通されている。なお、図１では、撮像素子１
６の複数の信号線のうち、撮像信号を伝送する信号線１６ａのみが示されている。
【００１７】
　２つの照明窓１５は、観察窓１４を挟むように、先端部１１の先端面１１ａに配設され
る。２つの照明窓１５からの白色の照明光は、対物光学系の光軸に平行にかつ広がるよう
に出射するため、被検体の観察部位は、略均等に照明される。
【００１８】
　後述するように、内視鏡装置１は、遠点観察モードと近点観察モードを有している。遠
点観察モードは、所謂通常観察モードである。ここでは、遠点とは、中遠点を意味する。
遠点観察モードのときに得られる内視鏡画像は、被検体に対して遠点で撮像された遠点画
像である。近点観察モードのときに得られる内視鏡画像は、被検体に対して近点で撮像さ
れた近点画像である。
　よって、本体装置３は、被検体に対して近点で撮像された近点画像及び被検体に対して
遠点で撮像された遠点画像に対して信号処理を施す内視鏡画像処理装置である。
【００１９】
　遠点観察モードのときは、先端部１１が被検体の観察部位から所定の距離以上離れてい
るため、被検体の２つの照明光による２つの照明範囲は重なる。よって、被検体の観察部
位は、略均等に照明される。
【００２０】
　しかし、近点観察モードのときは、先端部１１が被検体の観察部位から所定の距離未満
まで近づくと、被検体における２つの照明光による２つの照明範囲が重ならなくなる。よ
って、被検体の観察部位は、略均等に照明されなくなる。例えば、２つの照明範囲が離れ
るため、近点画像の中央部分は暗くなる。
【００２１】
　図２は、近点観察モードと遠点観察モードにおける２つの照明光の照明範囲を説明する
ための図である。　
　一点鎖線で示すように、遠点観察モードのとき、被検体の表面ＳＳが先端部１１の先端
面１１ａから遠いため、２つの照明窓１５から出射する２つの照明光の照明範囲ＬＲ、Ｌ
Ｌには、重なる領域Ａｂが生じる。
【００２２】
　二点鎖線で示すように、近点観察モードのとき、被検体の表面ＳＳが先端部１１の先端
面１１ａに近いため、２つの照明窓１５から出射する２つの照明光の照明範囲ＬＲ、ＬＬ
が重ならない領域Ａａが生じる場合がある。
【００２３】
　よって、近点画像は、２つの照明光の照明範囲ＬＲ、ＬＬが重ならない領域Ａａによる
、暗部を含む場合がある。　
　対物光学系は、近点と遠点の２つの焦点位置に切り替え可能である。
【００２４】
　図１では、２つの焦点位置を切り替えられるときに光軸上に沿って動く可動レンズ１７
のみが示されている。可動レンズ１７は、点線で示すようにアクチュエータ１８と接続さ
れており、先端部１１内に設けられたアクチュエータ１８により近点位置あるいは遠点位
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置に動かされる。
【００２５】
　アクチュエータ１８は、例えばボイスコイルモータを有している。アクチュエータ１８
に接続された信号線１８ａは、湾曲部１２と可撓管部１３内に挿通され、本体装置３に接
続されている。アクチュエータ１８は、本体装置３からの駆動信号ＤＳにより駆動される
。
【００２６】
　各照明窓１５の後ろ側には、ライトガイド１９の先端面が配設されている。ライトガイ
ド１９は、内視鏡２内に挿通されている。ライトガイド１９の基端面には、後述する光源
装置の出射光が入射される。ライトガイド１９の先端部分は、２つに分岐しており、各分
岐部分の先端面から照明窓１５に向けて照明光が出射する。
【００２７】
　湾曲部１２は、図示しない複数の湾曲駒を含み、操作部６に設けられた２つの湾曲操作
ノブ（図示せず）の操作に応じて、可撓管部１３内に挿通された複数の湾曲ワイヤが牽引
あるいは弛緩されることにより、先端部１１が上下左右方向に湾曲可能となっている。
【００２８】
　術者などのユーザにより操作される複数のボタンが、操作部６に配設されている。図１
では、複数のボタンのうち、近点観察モードと遠点観察モードを切り替える切り替えボタ
ン２０のみが示されている。切り替えボタン２０が近点観察モードにあるとき、対物光学
系の焦点位置が近点になり、切り替えボタン２０が遠点観察モードにあるとき、対物光学
系の焦点位置は、遠点、ここでは中遠点となる。
【００２９】
　切り替えボタン２０に接続された信号線２０ａは、本体装置３に接続され、ユーザによ
り操作される切り替えボタン２０の切り替え信号ＴＲは、本体装置３のプロセッサ２１に
供給される。プロセッサ２１では、近点画像の取得タイミング及び遠点画像の取得タイミ
ングは、近点画像及び遠点画像を取得する内視鏡２からの信号、ここでは切り替え信号Ｔ
Ｒ、に基づいて判定される。
　切り替えボタン２０が近点観察モードの状態にある時又は期間が、内視鏡装置１におけ
る近点画像の取得タイミングであり、切り替えボタン２０が遠点観察モードの状態にある
時又は期間が、内視鏡装置１における遠点画像の取得タイミングである。
【００３０】
　所謂ビデオプロセッサである本体装置３は、プロセッサ２１、オプティカルブラック（
ＯＢ）回路２２と、プリゲイン回路２３と、ホワイトバランス（ＷＢ）回路２４と、調光
制御回路２５と、光源２６と、ドライバ２７と、ガンマ補正回路２８と、明るさ補正回路
２９と、拡大回路３０と、出力回路３１と、ドライバ３２とを含む。
【００３１】
　本体装置３は、内視鏡２からの撮像信号を処理して、内視鏡画像を生成し、表示装置４
に出力する内視鏡画像処理装置である。　
　プロセッサ２１は、中央処理装置（以下、ＣＰＵという）２１ａ、メモリ２１ｂなどの
ハードウエア回路を含む。メモリ２１ｂは、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを含む。ＣＰＵ２１ａは
、ＲＯＭに記憶された各種制御プログラムを実行することによって、内視鏡装置１の各種
機能を実現する。
【００３２】
　なお、プロセッサ２１は、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔ
ｅ　Ａｒｒａｙ）等の集積回路により構成されていてもよい。　
　ＲＯＭには、デフォルトとして、後述する明るさ補正に用いられる閾値ＴＨのデータと
、後述するゲインＧのデータが予め格納されている。ここでは、閾値ＴＨとゲインＧとし
て、近点観察用の閾値ＴＨｎとゲインＧｎと、遠点観察用の閾値ＴＨｆとゲインＧｆとが
、ＲＯＭに格納されている。
　後述するように、閾値ＴＨｎは、近点画像内において暗部を判断するために用いられ、
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閾値ＴＨｆは、遠点画像内において暗部を判断するために用いられる。よって、メモリ２
１ｂは、入力された近点画像内における暗部を判断するための閾値ＴＨｎ及びゲインＧｎ
と、入力された遠点画像内における暗部を判断するための閾値ＴＨｆ及びゲインＧｆと、
を記憶する記憶部を構成する。
【００３３】
　閾値ＴＨとゲインＧは、ユーザにより設定変更が可能であり、設定変更されたデータは
、ＲＡＭ中に、あるいは図示しないフラッシュメモリなどの不揮発性の書き換え可能なメ
モリに格納される。
【００３４】
　図３は、近点観察モード用の閾値ＴＨｎと遠点観察モード用の閾値ＴＨｆの大小関係を
説明するための図である。　
　図３において、縦軸は、輝度値であり、輝度値は、０から、例えば２５５の範囲の値で
あるとき、近点観察モード用の閾値ＴＨｎは、遠点観察モード用の閾値ＴＨｆよりも大き
な値、すなわち明るい値である。すなわち、閾値ＴＨｆは、閾値ＴＨｎよりも小さい。
【００３５】
　近点画像において画素の画素値が閾値ＴＨｎ以下であるとき、明るさ補正回路２９によ
り、その画素の画素値は、ゲインＧｎが乗算された値に補正される。図３において例とし
て示した値Ｄｎは、値Ｄｎ１に補正される。すなわち、明るさ補正回路２９は、ゲインＧ
ｎを用いて近点画像の暗部が明るくなるように、近点画像の明るさを補正する。
【００３６】
　また、遠点画像において画素の画素値が閾値ＴＨｆ以下であるとき、明るさ補正回路２
９により、その画素の画素値は、ゲインＧｆが乗算された値に補正される。図３において
例として示した値Ｄｆは、値Ｄｆ１に補正される。すなわち、明るさ補正回路２９は、ゲ
インＧｆを用いて遠点画像の暗部が明るくなるように、遠点画像の明るさを補正する。
【００３７】
　よって、近点画像において、閾値ＴＨｆ以下の画素の画素値が、ゲインＧｎにより補正
されるだけでなく、閾値ＴＨｆを超えて閾値ＴＨｎ未満の画素の画素値も、ゲインＧｎに
より補正される。
【００３８】
　なお、ゲインＧｎ、Ｇｆは、明るさ補正された近点画像及び遠点画像においてノイズが
目立たないレベルの値であることが好ましい。　
　図１に戻り、オプティカルブラック（ＯＢ）回路２２は、撮像素子１６からの撮像信号
を受信して、撮像信号に対してオプティカルブラッククランプ処理などを行う回路である
。
【００３９】
　プリゲイン回路２３は、オプティカルブラック（ＯＢ）回路２２からの出力信号に対し
て、ゲイン調整を行う。　
　ホワイトバランス（ＷＢ）回路２４は、プリゲイン回路２３の出力信号に対してホワイ
トバランス処理を行う。
【００４０】
　調光制御回路２５は、ホワイトバランス（ＷＢ）回路２４からの画像信号に基づいて、
光源２６のためのドライバ２７を制御して、調光制御を行う。　
　光源２６は、発光ダイオードなどの発光素子を含み、白色光の照明光を出射する装置で
ある。
【００４１】
　ドライバ２７は、光源２６の発光素子に供給する駆動電流を出力する回路である。　
　ガンマ補正回路２８は、調光制御回路２５を介して出力された画像信号に対して、ガン
マ補正処理を行う。すなわち、ガンマ補正回路２８は、撮像素子１６により得られた被検
体のライブ画像ＬＧの画像信号を出力する。
【００４２】



(8) JP 2019-201887 A 2019.11.28

10

20

30

40

50

　明るさ補正回路２９は、ライブ画像ＬＧの明るさを補正する。明るさ補正回路２９は、
内部に２つのレジスタＲ１，Ｒ２を有する。レジスタＲ１には、閾値ＴＨのデータが設定
される。レジスタＲ２には、ゲインＧのデータが設定される。レジスタＲ１，Ｒ２に設定
される閾値ＴＨとゲインＧのデータは、プロセッサ２１により書き込まれる。
【００４３】
　明るさ補正回路２９には、ガンマ補正されたライブ画像ＬＧをスキャンした各画素のデ
ータがシリアルに入力される。　
　明るさ補正回路２９は、シリアルに入力される複数の画素における各画素の画素値と、
レジスタＲ１に格納された閾値ＴＨとを比較し、画素値が閾値ＴＨ以下であるとき、レジ
スタＲ２に格納されたゲインＧを用いて、その画素値を高くするように補正する。明るさ
補正回路２９は、画素値が閾値ＴＨ以下でないとき、その画素値を補正しない。
【００４４】
　拡大回路３０は、ライブ画像ＬＧを表示装置４に適切に表示するために、ライブ画像Ｌ
Ｇのサイズを調整するスケーリング回路である。　
　出力回路３１は、拡大回路３０から出力された画像信号を表示装置４に出力する回路で
ある。
【００４５】
　プロセッサ２１は、切り替えボタン２０の切り替え信号ＴＲを監視し、切り替えボタン
２０が遠点観察モードから近点観察モードに切り替えられると、ドライバ３２に制御信号
を出力して、信号線１８ａに駆動信号ＤＳを出力して、可動レンズ１７を近点位置に移動
させる。
【００４６】
　また、切り替えボタン２０が遠点観察モードから近点観察モードに切り替えられると、
プロセッサ２１は、ドライバ３２に制御信号を出力して、信号線１８ａに駆動信号ＤＳを
出力して、可動レンズ１７を遠点位置に移動させる。
【００４７】
　さらに、切り替えボタン２０が遠点観察モードから近点観察モードに切り替えられると
、プロセッサ２１は、ＲＯＭあるいはＲＡＭに格納されている近点観察用の閾値ＴＨｎと
ゲインＧｎを読み出して、それぞれ、明るさ補正回路２９のレジスタＲ１とＲ２に書き込
む。
【００４８】
　また、切り替えボタン２０が遠点観察モードから近点観察モードに切り替えられると、
プロセッサ２１は、ＲＯＭあるいはＲＡＭに格納されている遠点観察用の閾値ＴＨｆとゲ
インＧｆを読み出して、それぞれ、明るさ補正回路２９のレジスタＲ１とＲ２に書き込む
。
（作用）
　次に、上述した内視鏡装置１の動作について説明する。術者が被検体内に挿入部５を挿
入すると、被検体内の内視鏡画像すなわちライブ画像ＬＧが表示装置４に表示される。
【００４９】
　術者は、ライブ画像ＬＧを見ながら、必要に応じて、切り替えボタン２０を操作して、
対物光学系の可動レンズ１７を近点位置あるいは遠点位置に移動させて、内視鏡検査を行
うことができる。
【００５０】
　ここでは、近点観察モードと遠点観察モードの切り替えがあったときの明るさ補正処理
についてのみ説明する。
【００５１】
　プロセッサ２１は、切り替えボタン２０の切り替え信号ＴＲに基づいて、ユーザが遠点
観察モードを選択しているか、あるいは近点観察モードを選択しているかを判定すること
ができる。
【００５２】
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　プロセッサ２１は、内視鏡装置１の起動時、メモリ２１ｂに格納されている遠点観察モ
ードの閾値ＴＨｆとゲインＧｆ、あるいは近点観察モードの閾値ＴＨｎとゲインＧｎを読
み出して、明るさ補正回路２９のレジスタＲ１，Ｒ２に、それぞれ書き込む。
【００５３】
　例えば内視鏡装置１の起動時に遠点観察モードが選択されていると、プロセッサ２１は
、ドライバ３２を制御してアクチュエータ１８を駆動し、対物光学系の可動レンズ１７を
遠点位置に移動させる。
【００５４】
　同時に、遠点観察モードが選択されていると、プロセッサ２１は、メモリ２１ｂに格納
されている遠点観察モード用の閾値ＴＨｆとゲインＧｆのデータとを読み出して、明るさ
補正回路２９のレジスタＲ１，Ｒ２に、それぞれ設定する。よって、プロセッサ１２は、
遠点画像の取得タイミングに基づいて、より具体的には、切り替えボタン２０の遠点画像
モードへの切り替えのタイミングにおいて、閾値ＴＨｆをレジスタＲ１に設定する閾値設
定部を構成する。
【００５５】
　遠点観察モードのとき、明るさ補正回路２９は、ガンマ補正回路２８から出力されるラ
イブ画像ＬＧの画像信号の各画素の画素値と、レジスタＲ１に格納されている閾値ＴＨｆ
とを比較する。
【００５６】
　明るさ補正回路２９は、画素値が閾値ＴＨｆ以下であるとき、その画素値を、レジスタ
Ｒ２に格納されているゲインＧｆを用いて補正する。例えば、ゲインＧｆは、係数値であ
り、画素値にゲインＧｆを乗算することにより、画素値は補正される。
【００５７】
　図４は、明るさ補正回路２９による明るさ補正がされない場合における、遠点画像の例
を示す模式的な図である。　
　遠点画像ＧＡｆは、被検体に対して遠点で撮像された画像である。図４では、先端部１
１が管腔の奥の方へ向いているため、遠点画像である内視鏡画像ＧＡｆは、先端部１１に
近い内壁部位の領域ＮＡは、明るく表示されているが、管腔内の奥の領域ＦＡは、真っ黒
になっている。
【００５８】
　図５は、明るさ補正回路２９による明るさ補正がされた場合における、遠点画像の例を
示す模式的な図である。　
　上述したように、明るさ補正回路２９において、画素値が閾値ＴＨｆ以下の画素は、ゲ
インＧｆにより補正される。閾値ＴＨｆは、遠点観察モードにおいて、例えば管腔の奥の
領域ＦＡの明るさ（あるいは暗さ）を判定するレベルの値である。
【００５９】
　よって、管腔の奥の領域ＦＡは、補正される前は真っ黒で表示されるが、明るさ補正回
路２９により、図４では真っ黒であった管腔内の奥の領域ＦＡは、図５において斜線で示
すように、やや明るくなる。
【００６０】
　図５のように、遠点観察モードにおいて、奥の領域ＦＡがやや明るくなるので、ユーザ
は、遠点画像ＧＡｆに奥行き感を感じることができる。　
　切り替えボタン２０が、遠点観察モードから近点観察モードに切り替えられると、プロ
セッサ２１は、ドライバ３２を制御してアクチュエータ１８を駆動し、対物光学系の可動
レンズ１７を近点位置に移動させる。
【００６１】
　同時に、近点観察モードが選択されていると、プロセッサ２１は、メモリ２１ｂに格納
されている近点観察モード用の閾値ＴＨｎとゲインＧｎとを読み出して、明るさ補正回路
２９のレジスタＲ１，Ｒ２に、それぞれ設定する。よって、プロセッサ１２は、近点画像
の取得タイミングに応じて、より具体的には、切り替えボタン２０の近点画像モードへの
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切り替えのタイミングにおいて、閾値ＴＨｎをレジスタＲ１に設定する閾値設定部を構成
する。
【００６２】
　近点観察モードのとき、明るさ補正回路２９は、ガンマ補正回路２８から出力されるラ
イブ画像ＬＧの画像信号の各画素の画素値と、レジスタＲ１に格納されている閾値ＴＨｎ
とを比較する。
【００６３】
　明るさ補正回路２９は、画素値が閾値ＴＨｎ以下であるとき、その画素値を、レジスタ
Ｒ２に格納されているゲインＧｎを用いて補正する。例えば、ゲインＧｎは、係数値であ
り、画素値にゲインＧｎを乗算することにより、画素値は補正される。　
　なお、ここでは、観察モードは、切り替えボタン２０により、２つの観察モードのいず
れかに切り替えられるが、観察モードは、押しボタンにより設定できるようにしてもよい
。押しボタンが押下されている時又は期間が、近点画像の取得タイミングとなる。押しボ
タンが押下されていない時又は期間が、遠点画像の取得タイミングとなる。
【００６４】
　すなわち、切り替えボタン２０に代えて近点観察モード用の押しボタンを設け、その押
しボタンが押下されているときだけ、明るさ補正回路２９は、近点観察用の閾値ＴＨｎと
ゲインＧｎを用いた明るさ補正を行い、近点観察モード用の押しボタンがオンされていな
いときは、明るさ補正回路２９は、遠点観察用の閾値ＴＨｆとゲインＧｆを用いた明るさ
補正を行うようにしてもよい。
【００６５】
　図６は、明るさ補正回路２９による明るさ補正がされない場合における、近点画像の例
を示す模式的な図である。　
　近点画像は、被検体に対して近点で撮像された画像である。図６では、先端部１１が管
腔の内壁に向けられかつ内壁の近くに位置しているため、近点画像である内視鏡画像ＧＡ
ｎの中央部分の領域ＣＡは、線幅の狭い斜線で示すように、暗くなる。よって、各照明窓
１５からの照明光が当たる部位の領域ＲＡとＬＡは、明るく表示されているが、近点画像
である内視鏡画像ＧＡｎの中央部分の領域ＣＡは、やや暗くなっている。
【００６６】
　図７は、明るさ補正回路２９による明るさ補正がされた場合における、近点画像の例を
示す模式的な図である。　
　上述したように、明るさ補正回路２９において、画素値が閾値ＴＨｎ以下の画素は、ゲ
インＧｆにより補正される。閾値ＴＨｎは、近点観察モードにおいて、例えば照明光が直
接当たらない中央部分の領域ＣＡの明るさ（あるいは暗さ）を判定するレベルの値である
。
【００６７】
　よって、例えば中央部分の領域ＣＡは、補正される前はやや暗く表示されるが、明るさ
補正回路２９により、図６ではやや暗かった中央部分の領域ＣＡは、図７に示すように、
やや明るくなる。図７では、中央部分の領域ＣＡは、図６の斜線よりも線幅が広い斜線で
示されている。その結果、近点画像における配光ムラは低減されるので、ユーザにとって
、内視鏡画像ＧＡｎが見やすくなる。
　以上のように、明るさ補正部２９は、近点画像の取得タイミング、すなわち切り替えボ
タン２０の切り替え信号ＴＲ又は押しボタンのオン信号に応じて、閾値ＴＨｎに基づいて
近点画像に対して明るさ補正を行う。さらに、明るさ補正部２９は、遠点画像の取得タイ
ミング、すなわち切り替えボタン２０の切り替え信号ＴＲ又は押しボタンの非オン信号に
応じて、閾値ＴＨｆに基づいて遠点画像に対して明るさ補正を行う。
【００６８】
　以上のように、上述した実施の形態によれば、閾値ＴＨは、遠点観察モードと近点観察
モードにおいて異なっており、かつ近点観察モードの閾値ＴＨｎは、遠点観察モードの閾
値ＴＨｆよりも大きいので、近点画像においてやや暗くなる領域も明るく表示され、結果
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として、近点画像の配光ムラが低減される。
（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態では、観察モードが近点観察モードに設定されているとき、近点観察
モード用の閾値ＴＨｎとゲインＧｎを用いて明るさ補正が行われるが、第２の実施の形態
では、観察モードが近点観察モードのときに、内視鏡画像の配光状態が判定し、その配光
状態が近点画像の配光状態であるときは明るさ補正が行われ、その配光状態が近点画像の
配光状態でないときは明るさ補正が行われない。
【００６９】
　第２の実施の形態の内視鏡装置の構成は、第１の実施の形態の内視鏡装置の構成と略同
じであるので、同じ構成要素については説明を省略し、異なる構成要素についてのみ説明
する。
【００７０】
　図８は、本実施の形態に係わる内視鏡装置の模式的構成を示す構成図である。　
　本実施の形態に係わる内視鏡装置１Ａの内視鏡２は、フラッシュメモリなどの不揮発性
のメモリ４１を有している。ここでは、メモリ４１は、例えばケーブル７の基端部に設け
られたコネクタに内蔵されている。
【００７１】
　メモリ４１には、配光状態を判定するときに基準データとして参照される近点画像（以
下、参照近点画像という）ＲＮＧの画像データが格納される。　
　挿入部５の先端部１１の観察窓と２つの照明窓の配置、各照明光の出射範囲などは、内
視鏡の機種などによって異なる。よって、メモリ４１に記憶される参照近点画像ＲＮＧの
画像データは、当該内視鏡の近点画像の配光ムラの情報を含む。
【００７２】
　例えば、その内視鏡を近点観察モードにして被検体を近点で撮像したときに得られた近
点画像の平均的な画像の画像データが、参照近点画像ＲＮＧとして、メモリ４１に記憶さ
れる。
【００７３】
　なお、参照近点画像ＲＮＧの画像データは、当該内視鏡を用いて近点観察モードで実際
に撮像して得られた内視鏡画像の画像データでもよいし、コンピュータを用いてシミュレ
ーションにより作成された画像データでもよい。
【００７４】
　本体装置３Ａは、配光状態判定回路４２を含む。内視鏡２のケーブル７のコネクタが本
体装置３に接続されると、配光状態判定回路４２は、メモリ４１から参照近点画像ＲＮＧ
の画像データを読み出すことができる。
【００７５】
　配光状態判定回路４２は、参照近点画像ＲＮＧに基づいて、ガンマ補正回路２８から出
力されるライブ画像ＬＧが近点画像であるかを判定し、その判定結果信号ＪＳをプロセッ
サ２１へ出力する。判定結果信号ＪＳは、撮像素子１６において得られた内視鏡画像の配
光状態が近点画像の配光状態であるか否かを示す。
【００７６】
　すなわち、配光状態判定回路４２は、本体装置３に接続される内視鏡２から取得した配
光情報に基づいて、明るさ補正回路２９に入力される内視鏡２からのライブ画像の配光状
態が近接画像の配光状態であるかを判定する配光状態判定部を構成する。
【００７７】
　例えば、配光状態判定回路４２は、ガンマ補正回路２８からのライブ画像ＬＧとメモリ
４１からの参照近点画像ＲＮＧとを画素毎に比較し、画素値の差分を計算し、全画素の差
分の和を算出する。
　配光状態判定回路４２は、算出された和が所定の値以下であるときは、ガンマ補正回路
２８からのライブ画像ＬＧは近点画像であると判定し、「１」の判定結果信号ＪＳをプロ
セッサ２１へ出力する。
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【００７８】
　配光状態判定回路４２は、算出された和が所定の値以下でないときは、ガンマ補正回路
２８からのライブ画像ＬＧは、近点画像でないと判定し、「０」の判定結果信号ＪＳをプ
ロセッサ２１へ出力する。
【００７９】
　近点観察モードにおいて、先端部１１の先端面１１ａを被検体の表面に正対させて近づ
けていると、ライブ画像ＬＧは、図６のような配光を有する。参照近点画像ＲＮＧとして
、図６のような画像の画像データが、メモリ４１に格納される。　
　よって、ガンマ補正回路２８からのライブ画像ＬＧが図６の画像と同様な配光を有して
いると、算出された和は所定の値以下となる。
【００８０】
　しかし、ユーザが近点観察モードに設定した状態のまま、管腔内の奥の方へ先端部１１
を向けてしまう場合もある。このような場合、ライブ画像ＬＧは、図４のような画像にな
る。よって、図４のような画像は、図６のような画像とは配光が大きく異なるので、配光
状態判定回路４２において算出された和は所定の値を超える。
【００８１】
　なお、ライブ画像ＬＧを所定の複数の領域に分割し、参照近点画像ＲＮＧもライブ画像
ＬＧと同様に複数の領域に分割し、配光状態判定回路４２は、ライブ画像ＬＧと参照近点
画像ＲＮＧにおける分割領域毎の輝度値の平均値を比較し、各平均値の差が所定値以下の
領域の数、あるいは全分割領域数に対する各平均値の差が所定値以下の領域数の割合に基
づいて、ライブ画像ＬＧが近点画像であるか否かを判定するようにしてもよい。
【００８２】
　判定結果信号ＪＳが「１」であるとき、プロセッサ２１は、明るさ補正を有効とするオ
ン信号（ＯＮ）を明るさ補正回路２９へ出力する。判定結果信号ＪＳが「０」であるとき
、プロセッサ２１は、明るさ補正を無効とするオフ信号（ＯＦＦ）を明るさ補正回路２９
へ出力する。
【００８３】
　明るさ補正回路２９は、オン信号（ＯＮ）を受信している間は、明るさ補正を行い、オ
フ信号（ＯＦＦ）を受信している間は、明るさ補正を行わない。すなわち、明るさ補正回
路２９は、配光状態判定回路４２がライブ画像ＬＧの配光状態が近接画像の配光状態であ
ると判定したとき、明るさ補正を行い、配光状態判定回路４２がライブ画像ＬＧの配光状
態が近接画像の配光状態でないと判定したとき、明るさ補正を行わない。　
　よって、ユーザが切り替えボタン２０を操作して内視鏡装置１Ａを近点観察モードに設
定している場合に、得られたライブ画像ＬＧの配光状態が参照近点画像ＲＮＧの配光状態
と類似しないときは、プロセッサ２１は、オフ信号（ＯＦＦ）を明るさ補正回路２９へ出
力する。その結果、明るさ補正回路２９は、明るさ補正を行わない。
【００８４】
　例えば、ユーザが内視鏡装置１Ａを近点観察モードに設定している場合に、ライブ画像
ＬＧが図６のような画像の配光状態を有していれば、明るさ補正回路２９は、オン信号（
ＯＮ）を受信するので、近点観察モード用の閾値ＴＨｎとゲインＧｎを用いて明るさ補正
を行う。その結果、表示装置４には、図７に示すような内視鏡画像が表示される。
【００８５】
　もしも、ユーザが内視鏡装置１Ａを近点観察モードに設定している場合に、先端部１１
を管腔の奥の方へ向けてしまい、ライブ画像ＬＧが図４のような画像の配光状態になって
いるときは、明るさ補正回路２９は、オフ信号（ＯＦＦ）を受信するので、近点観察モー
ド用の閾値ＴＨｎとゲインＧｎを用いた明るさ補正を行わないか、あるいは遠点観察モー
ド用の閾値ＴＨｆとゲインＧｆを用いた明るさ補正を行う。その結果、表示装置４には、
図６又は図７に示すような画像が表示される。
【００８６】
　なお、明るさ補正回路２９が近点観察モードのときにオフ信号（ＯＦＦ）を受信したと
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きに、ライブ画像ＬＧに対して明るさ補正を行わないか、あるいは遠点観察時用の閾値Ｔ
ＨｆとゲインＧｆを用いた明るさ補正を行うかは、ユーザにより設定可能としてもよい。
その場合、ユーザにより設定された明るさ補正を行うか否かの設定情報は、メモリ２１ｂ
のＲＡＭに格納され、明るさ補正回路２９により参照される。
【００８７】
　なお、遠点観察モードのときの動作は、第１の実施の形態における遠点観察モードの動
作と同じである。　
　よって、上述した第２の実施の形態によれば、第１の実施の形態と同じ効果が生じると
共に、近点観察モードにおいてライブ画像が近点画像の配光状態を有している場合にのみ
、近点観察モード用の明るさ補正が自動で行われる。
【００８８】
　以上のように、第１及び第２の実施の形態によれば、近点画像と遠点画像に対して信号
処理を行う内視鏡画像処理装置において近点画像の配光ムラを低減することができる内視
鏡画像処理装置及び内視鏡システムを提供することができる。
【００８９】
　なお、上述した２つの実施の形態は、照明光として白色光を用いる所謂通常光観察を行
う内視鏡装置に適用されているが、上述した２つの実施の形態は、狭帯域光を用いた特殊
光観察を行う内視鏡装置にも適用可能である。
【００９０】
　例えば、中心波長が４１５ｎｍと５４０ｎｍで半値幅が１０ｎｍの狭帯域光を用いて、
微小血管構造などの観察を可能とする内視鏡装置がある。そのような内視鏡装置が、近点
観察モードと遠点観察モードを有するとき、上述した２つの実施の形態は、そのような内
視鏡装置に適用可能である。
【００９１】
　さらになお、上述した２つの実施の形態では、明るさ補正は、内視鏡により得られたラ
イブ画像ＬＧに対して行われるが、既に行われた内視鏡検査の記録画像に対しても適用可
能である。
【００９２】
　例えば、内視鏡検査により得られた動画のライブ画像ＬＧを、図１及び図２において点
線で示すハードディスクドライブ（ＨＤＤ）などの記憶装置５１に記録し、かつ観察モー
ドの情報、すなわち近点画像と遠点画像の取得タイミングの情報、も画像に紐付けて記憶
装置５１に記録すれば、記憶装置５１から読み出した画像信号をプロセッサ２１と明るさ
補正回路２９に入力することによって、記録画像の再生時に、上述した２つの実施の形態
で説明した明るさ補正を行うことができる。
　すなわち、内視鏡により取得された近点画像及び遠点画像を、記憶装置５１に記録し、
近点画像の取得タイミング及び遠点画像の取得タイミングを、記憶装置５１に近点画像及
び遠点画像に紐付けられて記憶された信号に基づいて判定することによって、記録された
内視鏡画像の再生する場合にも、上述した２つの実施の形態で説明した明るさ補正は適用
可能である。
【００９３】
　次に、上述した２つの実施の形態の変形例について説明する。
（変形例１）
　上述した実施の形態では、遠点観察モードのとき、遠点観察用の閾値ＴＨｆとゲインＧ
ｆを用いた明るさ補正が行われているが、遠点観察モードのときは、閾値ＴＨｆとゲイン
Ｇｆを用いた明るさ補正を行わないようにしてもよい。
【００９４】
　すなわち、近点画像の取得他ミ観察モードのときだけ、近点観察用の閾値ＴＨｎとゲイ
ンＧｎを用いた明るさ補正を行い、近点観察モードでないときは、明るさ補正を行わない
ようにしてもよい。
【００９５】
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　例えば、遠点観察モードの閾値ＴＨｆを０に設定することにより、遠点観察モードのと
きに、明るさ補正がされないようにすることができる。　
　なお、遠点観察モードのときに、明るさ補正をするか否かをユーザが選択できるように
してもよい。
【００９６】
　例えば、操作部６に選択ボタンを設け、選択ボタンにより、ユーザが遠点観察モードの
ときに明るさ補正をするか否かを選択できるようにする。選択ボタンにより遠点観察モー
ドのときに明るさ補正をするが選択されているときは、例えば予め設定されている０でな
い閾値ＴＨｆが用いられ、選択ボタンにより遠点観察モードのときに明るさ補正をしない
が選択されているときは、０の閾値ＴＨｆが用いられるようにする。
【００９７】
　遠点観察モードのときに、暗部を明るく表示することを望まない術者もいるので、明る
さ補正をするか否かを選択できるようにすることにより、そのような術者の要望にも応じ
ることができる。
（変形例２）
　上述した２つの実施の形態及び変形例１では、プロセッサ２１は、近点観察モードと遠
点観察モードに対して、閾値ＴＨとゲインＧをそれぞれ１つ有しているが、プロセッサ２
１が近点観察モードと遠点観察モードの少なくとも１つに対して閾値ＴＨとゲインＧをそ
れぞれ複数有し、ユーザがそれらの中から所望の閾値ＴＨとゲインＧを選択できるように
してもよい。
【００９８】
　本変形例２によれば、術者が、好みに合わせて複数の閾値ＴＨとゲインＧの中から所望
の閾値ＴＨとゲインＧを選択できるので、術者の好みに合わせた明るさ補正をしたライブ
画像ＬＧを表示装置４に表示させることができる。
【００９９】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１００】
１、１Ａ　内視鏡装置、２　内視鏡、３、３Ａ　本体装置、４　表示装置、５　挿入部、
６　操作部、７　ケーブル、１１　先端部、１１ａ　先端面、１２　湾曲部、１３　可撓
管部、１４　観察窓、１５　照明窓、１６　撮像素子、１６ａ　信号線、１７　可動レン
ズ、１８　アクチュエータ、１８ａ　信号線、１９　ライトガイド、２０　切り替えボタ
ン、２０ａ　信号線、２１　プロセッサ、２１ａ　中央処理装置（ＣＰＵ）、２１ｂ　メ
モリ、２２　オプティカルブラック回路、２３　プリゲイン回路、２４　ホワイトバラン
ス回路、２５　調光制御回路、２６　光源、２７　ドライバ、２８　ガンマ補正回路、２
９　補正回路、３０　拡大回路、３１　出力回路、３２　ドライバ、４１　メモリ、４２
　配光状態判定回路、５１　記憶装置。
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